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クリックすると
各項目に移動します



1. 概要
診療の現場で必要な臨床情報を
最新のエビデンスに基づき
まとめられた臨床意思決定支援ツール
病名でなく、症状から検索可能なデータベース
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2. アクセス方法

①学内LAN環境下で利用

・医局や図書館に設置されているパソコン

・機器接続申請した自分のパソコン など

②アカウント登録して利用

・学外からも利用可能

・アカウント作成は学内LAN環境下で

・アカウントの認証期間は90日

リモートアクセスでは利用不可
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登録しておけば
自宅や出張先でも

利用可能



東京医科大学図書館ホームページから
https://library.tokyo-med.ac.jp
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ここからアクセス

https://library.tokyo-med.ac.jp/
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学内LANでアクセスの場合
本学名の表示あり



【参考】アクセスできない場合
・プロキシがはずれている
・公衆無線LANにアクセス …など

学内LAN経由しているか
PC接続先のネットワーク確認
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大学名でも、登録名でもなく
「オンラインストア」の表示あり



3. 利用例
3-1. 症状で検索したい場合
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検索したい症状などを入力、病名でなくてもOK

日本語でも検索可能



［検索例］発熱 のどの痛み
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検索結果一覧までは日本語表示

症状に該当するトピック名や
病名がリストアップ



[トピック表示例]小児における咽頭痛の評価
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執筆者
編集者
更新日

トピック名

トピック構成要素：各構成要素にリンクづけ

エビデンスにリンクづけ



3. 利用例
3-2. 他の情報へのアクセス方法
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①薬物相互利用検索
②患者向け説明資料
③医療用計算ツール

①

②

③

④

④診療変更の最新情報



①薬物相互利用検索
❶相互作用を調べたい薬剤を「Add Item」で追加
➋「Analyze」ボタンをクリックすると
リスク評価「X～A」を表示
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❶

➋



②患者向け説明資料
❶各項目をクリック後➋言語を選択すると表示
（現在、日本語対応は一部のみ)
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❶

➋



③医療用計算ツール
各項目をクリック
表示された数値を入力すると結果を表示
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④診療変更の最新情報
直近の最新情報のみ確認したい場合、便利！
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執筆者
編集者
更新日

トピック構成要素：
各要素にリンク付け



3. 利用例
3-3. Graphicを学内利用［公開は学内者限定］
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Graphicsをクリック

典拠元・画像を利用する場合
授業など学内利用のみOK
※改変できません
※学外者への提供不可
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Export to PowerPointをクリック

ワンクリックでPowerPointへコピー



4. アカウント登録

• 学内LAN接続のPC等でアカウント作成

• アカウント登録の必要事項を入力後、登録メールアドレス
に送信の「パスコード」を10分以内に入力

• アカウント認証期間は90日

• 継続希望の場合、アカウント認証期間内に学内LAN接続の
PC等でログインして再認証が必要

リモートアクセスは利用不可
18

登録名

アカウント登録の場合、登録名の表示あり
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2 ❶本学名表示を確認の上
登録をクリック

❷必要項目を入力後、
「Send Verification Code」を

クリック

1

3
❸10分以内に

登録メールアドレスに
送信されたコード入力



図書館HPの以下URLもあわせてご覧ください。

https://library.tokyo-med.ac.jp/d-
electron/UpToDateAnywhere

［問い合わせ先］東京医科大学図書館

library@tokyo-med.ac.jp

https://library.tokyo-med.ac.jp/d-electron/UpToDateAnywhere
mailto:library@tokyo-med.ac.jp​

